
森町天方地区では、森町ツーリズム研究会の推進部会が「美

しい中山間地域でつながる推進事業」を活用して地域農産物

の販売促進、魅力発信等に取り組んでいます。今年も6月28

日（日）の半夏生園（鍛冶島）の開園に併せて、地元のブル

ーベリーを使用したビールを製造し、販売をしました。

ビールは、アルコール度数４％で、色はやや紫がかったピ

ンク色、ほんのりとフルーティな香りで爽やかな味わいです。

また、ブルーベリーのクリームサンド、カップチーズケー

キの試作も進めており、今後、販売を計画しています。

（地域振興課）

当所では、新規就農者を対象に、

農業簿記に関する講義を通して経

営意識の向上を図るため、農業簿記

基礎講座を右記の内容で開催しま

す

講師：鈴木基弘税理士事務所 所長

鈴木基弘氏

場所：中遠総合庁舎 会議室

応募締切：令和2年8月26日（水）

応募先：中遠農林事務所生産振興課

（Tel:0538-37-2269）

（生産振興課）

開催時期 内容

第1回講座

（8月26日）

・農業簿記記帳の目的、必要性

・貸借対照表と損益計算書の関係

・取引とは ・仕訳とは

・記帳開始の準備

・総勘定元帳への転記

・試算表の作成

第2回講座

（9月中旬）

・精算表の作成

・次期貸借対照表の作成

・決算整理と帳票の締め切り

・勘定科目の説明

第3回講座

（10月中旬）

・農業簿記の期中取引の実際例

・決算手続きの説明

・決算整理仕訳の実例

第4回講座

（11月上旬）

・伝票会計について

・青色申告決算書について

・農薬の取り扱いについて

きらり中遠
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中遠地域の農業・林業の話題をお届けします！

＊取組＊中遠農業青年塾（農業簿記基礎講座）の受講生を募集します（無料）

ホットニュース

＊情報＊天方産ブルーベリーを使ってビールを作りました



当所では菊川市（7月9日（木））、森町（7月13日（月））及び掛川市（7月20日

（月））で「未来への森づくりタウンミーティング」を開催しました。

タウンミーティングは、荒廃森林の再生を目的とした「森の力再生事業」の事業成

果や森林の状況をお伝えするとともに、今後の荒

廃森林の再生について御意見を伺うため、県内28

会場で開催しています。森林所有者や森の力再生

事業整備者等から、「森の力再生事業を継続して欲

しい」「現地を確認して事業効果を実感している」

「採択基準を緩和してほしい」といった意見をい

ただきました。

（森林整備課）

当所は地産地消「バイ・シズオカ」の一環として、

西部地域局と連携し、4回目となる農産物の斡旋を

行いました。磐田財務事務所、西部健康福祉センタ

ー、袋井土木事務所、農林技術研究所などに呼びか

け、三ケ日みかん鮎320匹、お茶のセット110個、

総額21万円余を販売できました。

今後も管内生産者を応援、そして地産地消の取組

を推進していくために、当所では当活動の第５弾と

して、鰻及びうずらたまごなどを対象に斡旋します。

（企画経営課）

本県では「バイ・シズオカ」の取り組みの一環として、通販サイト（EC）を活用し

た県産品の販路拡大事業を実施しています。本事業の実施に当たり、ECサイトへの出

品者を募集しています。実施サイトは①47CLUB（がんばろう！静岡運営事務局）②

楽天おいしず（㈱食文化）③うまいもんドットコム（㈱これっしかどころ）の３つで

す。下記のQRコードからポータルサイトへアクセスしていただき、詳細をご確認くだ

さい。

お問い合わせ先：がんばろう！静岡運営事務局

TEL:054-288-8151

メール：buyshizuokaoffice@sbs-promotion.co.jp

＊取組＊バイ・シズオカの一環として管内農産物の斡旋を行いました
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＊取組＊未来への森づくりタウンミーティング（中遠農林事務所）を開催しました

＊情報＊バイ・シズオカの一環として通販サイトへの出品者の募集をしています


